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持
続
可
能
な
社
会
実
現
に
寄
与

　
　

空
調
衛
生
設
備
工
事
を
通
じ
て

　
　

地
域
の
復
興
・
創
生
に
協
力
い
た
し
ま
す
。

会
　
員
　
一
　
同

2023年度事業実施細目

　第40回通常総会で議決した2023年度事業の実施
細目は次の通り。
 ■会長直轄部門■ 
1.	建築設備産業の活性化を進展させ、適正な受

注活動を推進するため発注機関との懇談会の
開催

2.	広報パンフレットを媒介とする業界イメージ
アップ運動

3.	国、県等行政機関への陳情、請願
4.	会員企業の労働環境整備を図るため、雇用管

理研修会等の開催
5.	社会貢献等事業の実施
6.	福島県総合設備協会の活動及び設備3団体との

連携強化に関する事業
7.	友好団体との連携強化に関する事業
 ■総務委員会部門■ 
　協会の運営及び活動の総括的管理を掌握し、業
界活性化のための事業を行う。
1.	協会活動の基本方針の策定
2.	財政方針の策定
3.	組織運営方策の協議
4.	定款及び諸規程の改正検討
5.	会員の叙勲、表彰等の選考
6.	機関紙発行に関する財源の確保
7.	県立テクノアカデミーへの協力
8.	会員の親睦事業の実施
9.	ホームページ運用に関する事項
10.	他の委員会に属さない事項
11.	親睦ゴルフコンペに関する事項
12.	インターンシップの推進
13.	創立40周年に係る事項
 ■経営委員会部門■ 
　会員企業の経営基盤強化を図るため、経営安定
策として懇談会、研修会等の事業を行う。
1.	会員の経営体質の強化を図るため、経営改善

研修会の開催
2．	新分野への調査・研究
3．	若年技術・技能者等の確保と育成のため、業界

活動の啓発
 ■技術委員会部門■ 
　建築設備技術の高度化・多様化に対処するため、
施工技術の向上、積算歩掛等の実態調査、講習会
及び懇談会を開催する。
1．	公共工事の適正施工を図るため、技術講習会

や関係法令勉強会の開催
2．	高度な設備技術を対象とした特別技術講習会

の開催
3．	新システム（新規受託可能な分野）の技術勉

強会等の実施
4．	工事検査評価と施工指導についての研修会の

実施
 ■広報委員会部門■ 
　協会の啓発、広報及び会員相互の情報交換を図
るため、機関紙「空衛ふくしま」を発行するとと
もに業界をＰＲする。
1．	機関紙を発行するための広報委員会の開催
2．	建築設備業界の対外的啓発に関する事業の推

進

　

会
員
34
人
が
出
席
。
大
内

弘
之
会
長
が
「
人
口
減
少
や

少
子
高
齢
化
を
背
景
に
、
全

産
業
で
課
題
と
な
っ
て
い
る

担
い
手
の
確
保
と
定
着
、
来

年
４
月
の
建
設
業
へ
の
時
間

　

当
協
会
は
５
月
25
日
、
福
島
市
の
ク
ー
ラ
ク
ー
リ
ア
ン
テ
サ

ン
パ
レ
ス
で
第
40
回
通
常
総
会
を
開
い
た
。
脱
炭
素
が
世
界
的

な
共
通
課
題
と
な
る
中
で
、
建
築
設
備
工
事
の
担
い
手
と
し
て

低
炭
素
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
て
い
く
た
め
、
空
調
衛
生
設
備

機
器
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や
運
用
改
善
を
発
注
者
等
に
積
極
的
に

提
案
・
要
望
し
て
い
く
な
ど
の
事
業
方
針
を
確
認
し
た
。
当
協

会
は
１
９
８
３
年
10
月
に
設
立
以
来
、
一
貫
し
て
分
離
発
注
の

推
進
と
技
術
力
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
後
も
専
門
工

事
業
と
し
て
の
誇
り
を
も
っ
て「
設
備
の
重
要
性
」「
分
離
発
注
」

を
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
も
の
と
し
た
。

外
労
働
時
間
上
限
規
制
適
用

な
ど
を
踏
ま
え
、
労
働
環
境

の
改
善
、
生
産
性
向
上
の
実

現
に
向
け
、
関
連
団
体
と
一

丸
で
取
り
組
む
」
と
あ
い
さ

つ
。
地
球
温
暖
化
対
策
と
し

て
省
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術

を
駆
使
し
、
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
推
進
し
て
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
積
極
的
に
取

り
組
む
姿
勢
を
改
め
て
示
し

た
。

　

来
賓
の
渡
邉
佳
文
県
土
木

部
次
長
（
建
築
担
当
）
は
「
東

日
本
大
震
災
発
生
か
ら
12
年

が
経
過
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
拠

点
施
設
が
整
備
さ
れ
、
本
県

復
興
が
着
実
に
進
行
し
て
い

る
一
方
、
頻
発
・
激
甚
化
す

る
自
然
災
害
と
急
激
な
人
口

減
少
な
ど
建
設
業
を
取
り
巻

く
課
題
は
多
様
化
し
て
い

る
」
と
し
「
県
総
合
計
画
、

県
土
木
・
建
築
総
合
計
画
、

県
住
生
活
基
本
計
画
に
基
づ

き
、県
民
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
、

社
会
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
す
る
」
と
述
べ
、「
県

有
建
築
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
、
木

造
・
木
質
化
な
ど
時
代
の
潮

流
に
合
わ
せ
て
取
り
入
れ
る

と
と
も
に
、
新
技
術
の
導
入

等
に
よ
る
生
産
性
向
上
や
働

き
方
改
革
を
推
進
し
、
建
設

業
が
地
域
の
守
り
手
と
し
て

活
躍
で
き
る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
む
」
と
強
調
し
た
。

　

重
点
目
標
事
業
に
①
会
員

の
収
益
性
向
上
に
よ
る
経
営

安
定
②
空
調
衛
生
等
設
備
工

事
の
技
術
力
向
上
③
関
係
行

政
機
関
並
び
に
友
好
団
体
と

の
連
携
強
化
④
国
・
県
等
行

政
機
関
並
び
に
議
会
に
対
す

る
、
地
元
業
者
活
用
と
分
離

発
注
等（
地
産
地
消
）の
陳
情
、

請
願
⑤
若
年
技
術
者
、
技
能

者
の
確
保
と
育
成
⑥
労
働
安

全
衛
生
の
向
上
を
踏
ま
え
た

環
境
整
備
⑦
協
会
活
動
の
広

報
宣
伝
⑧
Ｉ
Ｔ
化
社
会
へ
の

対
応
⑨
社
会
貢
献
⑩
県
立
テ

ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
の
協
力

⑪
会
員
の
親
睦
⑫
東
日
本
大

震
災
お
よ
び
原
子
力
災
害
か

ら
の
復
興
・
創
生
支
援
の
協

力
⑬
社
会
保
険
加
入
推
進
―

の
13
項
目
を
設
定
し
た
。

　

実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
次
の

通
り
。

協会設立周年事業など事業計画を決めた総会

あいさつする
大 内 会 長

　
「
空
調
衛
生
設
備
工
事
業

の
重
要
性
と
役
割
を
ア
ピ
ー

ル
し
よ
う
」「
適
正
な
価
格

で
の
受
注
と
直
接
発
注
（
分

離
発
注
）
運
動
を
推
進
し
よ

う
」「
地
球
環
境
保
全
、
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
積
極
的
に
取
り
組
も

う
」「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
推
進
し
、
福
島
県
の
復

興
・
創
生
に
会
員
一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
も
う
」

創
立
40
周
年
で

記
録
誌
編
さ
ん

委
員
会
立
ち
上
げ



月

刊

行

へ

　

当
協
会
は
、
10
月
28
日
の

創
立
40
周
年
を
記
念
し
て
記

録
誌
を
作
成
す
る
た
め
、
作

成
委
員
会
を
立
ち
上
げ
た
。

記
録
誌
に
は
組
織
の
成
り
立

ち
や
過
去
10
年
の
あ
ゆ
み
な

ど
を
綴
り
、
会
員
、
賛
助
会

員
の
ほ
か
国
、
県
、
関
係
団

体
に
配
布
。
協
会
の
取
り
組

み
を
紹
介
す
る
。

　

委
員
は
次
の
通
り
。

　

▽
委
員
長
＝
倉
島
央
樹

（
倉
島
設
備
）
▽
副
委
員
長

＝
古
川
敏
博
（
光
和
設
備
工

業
所
）
▽
県
中
・
県
南
支
部

＝
山
田
顕
一
郎
（
山
田
設
備

工
業
）
▽
い
わ
き
支
部
＝
遠

藤
真
隆（
い
わ
き
エ
ア
コ
ン
）

▽
会
津
支
部
＝
成
瀬
亨
（
東

邦
工
業
）
▽
相
双
支
部
＝
小

黒
敬
三
（
小
黒
設
備
工
業
）

担
い
手
確
保
へ
環
境
整
備

ス
ロ
ー
ガ
ン
、重
点
事
業
決
定

脱炭素推進へ技術で対応脱炭素推進へ技術で対応
第回通常総会

低
炭
素
社
会
実
現
へ
力
発
揮

労
働
環
境
改
善
、生
産
性
向
上
重
点
に
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三瓶専門官

対面開催となった安全大会・技術研修会�� 遠藤検査員

横田主査

　

県
総
合
設
備
協
会
（
大
槻

博
太
会
長
）
の
今
年
度
安
全

大
会
・
技
術
研
修
会
は
７
月

５
日
、
郡
山
市
の
ビ
ッ
グ
パ

レ
ッ
ト
ふ
く
し
ま
で
開
い

た
。
安
全
意
識
の
高
揚
を

図
っ
た
ほ
か
、
県
の
工
事
検

査
の
傾
向
・
留
意
点
、
働
き

方
改
革
推
進
の
一
環
と
な
る

情
報
共
有
シ
ス
テ
ム
の
利
用

法
な
ど
を
学
ん
だ
。

　

安
全
大
会
で
は
、
三
瓶
詔

宏
福
島
労
働
局
労
働
基
準
部

健
康
安
全
課
産
業
安
全
専
門

官
が
「
建
設
業
の
労
働
災
害

防
止
」と
題
し
て
講
話
し
た
。 　

県
内
全
産
業
の
今
年
の
労

働
災
害
発
生
状
況
（
５
月
末

時
点
）
は
前
年
比
54
件
増
の

１
０
６
６
件
。
う
ち
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ

る
災
害
が
２
９
８
件
で
全
体

の
約
27
％
を
占
め
た
。
建
設

業
は
前
年
比
62
件
減
の
１
０

７
件
。

　

労
災
発
生
の
リ
ス
ク
排
除

に
向
け
て
、
労
働
安
全
衛
生

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を

紹
介
。
足
場
か
ら
の
墜
落
防

止
措
置
強
化
を
規
定
す
る
改

正
労
働
安
全
衛
生
規
則
（
10

月
１
日
施
行
）
の
ポ
イ
ン
ト

も
解
説
し
た
。

　

技
術
研
修
会
で
は
、
遠
藤

英
典
県
出
納
局
工
事
検
査
課

主
幹
兼
専
門
工
事
検
査
員
が

２
０
２
２
年
度
の
工
事
検
査

実
績
や
不
適
合
工
事
に
関
す

　

当
協
会
は
５
月
25
日
開
い

た
第
40
回
通
常
総
会
の
席

上
、
令
和
４
年
春
の
叙
勲
で

旭
日
双
光
章
を
受
章
し
た
松

原
兼
一
常
任
相
談
役
に
顕
彰

状
を
贈
り
、
そ
の
功
績
を
た

た
え
た
。

　

松
原
氏
は
１
９
８
３
年
の

協
会
設
立
当
初
か
ら
執
行
部

と
し
て
協
会
運
営
に
務
め
て

お
り
、
86
年
か
ら
理
事
、
２

０
１
４
年
か
ら
第
７
代
会
長

を
歴
任
。
20
年
に
常
任
相
談

役
に
就
い
た
。
東
日
本
大
震

災
な
ど
の
災
害
に
協
会
挙
げ

て
対
応
し
た
ほ
か
、「
設
備

は
ひ
と
つ
」の
合
言
葉
の
下
、

06
年
に
発
足
し
た
県
総
合
設

備
協
会
に
も
旗
揚
げ
の
時
か

ら
関
わ
っ
た
。

　

県
建
設
産
業
団
体
連
合
会

（
長
谷
川
浩
一
会
長
）
は
６

月
１
日
、
福
島
市
の
エ
ル
テ

ィ
で
第
39
回
通
常
総
会
を
開

い
た
。
２
０
２
４
年
４
月
か

ら
の
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
を
見
据
え
、
働
き
方
改
革

関
連
の
講
習
会
等
を
積
極
的

に
開
催
す
る
な
ど
重
点
事
業

を
決
め
た
。

　

会
員
や
来
賓
な
ど
約
１
１

０
人
が
出
席
。
長
谷
川
会
長

は
国
土
強
靭
化
に
必
要
な
社

会
資
本
の
整
備
・
維
持
管
理

を
担
う
建
設
産
業
の
役
割
は

ま
す
ま
す
重
要
に
な
る
と
強

調
し
、「
産
学
官
で
連
携
し
、

県
民
の
安
全
・
安
心
を
確
保

す
る
社
会
的
使
命
を
果
た
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

重
点
目
標
・
事
業
は
①
国
、

県
等
関
係
機
関
へ
の
要
望
活

動
②
第
２
期
復
興
・
創
生
期

間
３
年
目
と
な
る
各
種
事
業

へ
の
積
極
的
な
協
力
③
県
民

の
安
全
・
安
心
確
保
、
建
設

産
業
の
持
続
的
発
展
に
向
け

た
公
共
事
業
の
計
画
的
・
安

定
的
な
確
保
④
公
共
工
事
品

質
確
保
促
進
法
等
を
踏
ま
え

た
入
札
制
度
と
適
切
な
設
計

積
算
の
推
進
⑤
働
き
方
改
革

と
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制

へ
の
対
応
⑥
技
能
労
働
者
の

入
職
・
育
成
・
定
着
の
推
進

⑦
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
啓
発

活
動
⑧
構
成
団
体
の
相
互
理

解
・
連
携
推
進
⑨
Ｎ
Ｐ
Ｏ
循

環
型
社
会
推
進
セ
ン
タ
ー
事

業
の
支
援
・
協
力
。

　

新
規
事
業
と
し
て
オ
ン
ラ

イ
ン
講
習
の
強
化
に
取
り
組

む
。
建
設
Ｄ
Ｘ
関
連
セ
ミ
ナ

ー
や
働
き
方
改
革
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
す
る
。

県 建 産 連
年度総会

働
き
方
改
革
対
応
を
強
化

セ
ミ
ナ
ー
、講
習
会
積
極
的
に

■テクアカ会津新入生募集■

　喜多方市にある県立テクノアカデミー会津

の電気配管設備科は、建築設備（電気設備技術、

給排水設備技術、冷凍空調技術）について2年

間の総合的な教育訓練を行っており、若手技

術者の人材育成に努めています。

　2024年度生の入学試験日程は、推薦入学試

験（学校推薦型選抜）が10月6日（出願期間は

9月19日から9月29日）、推薦入学試験（総合型

選抜）が11月7日（出願期間は10月23日から10

月31日）、一般入学試験は12月15日（出願期間

は11月29日から12月8日）です。なお、推薦入

学試験（総合型選抜）から社会人の受け入れ

が可能です。詳細は本校までお問い合わせく

ださい。県立テクノアカデミー会津☎0241（27）

3221。ＨＰアドレスhttps://www.tc-aizu.

ac.jp/

　このたび先崎良博元副会長の後
任として、副会長の職務に当たら
せていただくことになりました県
北支部の古川敏博です。大変微力
ではありますが、大内会長を支え、
協会の発展に貢献していく所存で
すので、今後とも会員みなさまの

ご支援、ご協力を賜りますようお願い申し上げます。
　事務局の海川正美専務理事から就任文の依頼があ
り、何を書こうか考えていましたが、なかなか文章
が頭に浮かんできませんでした。そんな時に、いま
話題の「ＣｈａｔＧＰＴ」だったら、どんな文章が
出てくるのかなと思い、質問をしてみました。1分も
かからずにあっという間に次のような文章が出てき
ました。
　私、古川敏博は、このたび（一社）福島県空調衛
生工事業協会の副会長に就任させていただき、たい
へん光栄に思っております。
　（一社）福島県空調衛生工事業協会は、空調衛生工
事業界の発展と技術の向上を目指す団体として、私
たちの使命と責任を果たしてまいります。会員のみ
なさまと協力し合いながら、業界全体の発展と地域
社会への貢献を目指してまいります。また、協会と
しては、会員のみなさまのスキル向上や情報共有の
場を提供するだけでなく、地域の環境保護や省エネ
ルギーの推進にも力を入れてまいります。私たちは、
持続可能な社会の実現に向けて、積極的な役割を果
たしていくことを目指しています。（途中省略）
　最後になりますが、私に対して温かいご支援とご
指導をいただきましたことに、心から感謝申し上げ
ます。会員のみなさまとともに、協会の発展と業界
の繁栄に貢献してまいります。引き続きよろしくお
願いいたします。
　このように「ＣｈａｔＧＰＴ」は、質問を入力す
ると、人と対話しているかのような自然な受け答え
をしてくれます。クラウド上の情報量や質問の仕方
によっては、別の答えが出てくるでしょう。その利
用については、各省庁や各自治体も「先ずは試みと
して利用したい」としていますが、使用を禁止する
かガイドラインを作成するかといった自治体もあり
ます。プライバシーや倫理的な問題があるとされて
いるからです。文章自体をすべて信用するわけには
いきませんが、ひとつの参考資料としては使えるか
なと思いました。是非、みなさまも興味のある方は
一度使ってみてはどうでしょうか。

古川敏博副会長就任あいさつ古川敏博副会長就任あいさつ

　

�【
県
北
支
部
】� 

福
島
市
の

エ
ル
テ
ィ
で
５
月
19
日
、
第

40
期
通
常
総
会
を
開
い
た
。

　

会
員
21
人
が
出
席
。
大
内

弘
之
支
部
長
が
「
資
材
高
騰

や
若
年
労
働
者
の
不
足
な
ど

課
題
は
依
然
多
い
。
県
へ
の

総
合
評
価
方
式
入
札
導
入
拡

大
を
要
望
す
る
な
ど
、
会
員

の
た
め
の
活
動
を
推
進
し
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
を
見
送

っ
て
い
た
親
睦
事
業
を
、
対

策
を
行
い
な
が
ら
再
開
し
て

い
く
な
ど
事
業
方
針
を
確

認
。
今
年
度
事
業
計
画
と
し

て
①
建
設
設
備
工
事
の
直
接

発
注
（
分
離
発
注
）
の
陳
情

②
技
術
力
向
上
と
経
営
体
質

強
化
③
友
好
団
体
と
の
連
携

強
化
④
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
へ
の

積
極
的
な
対
応
⑤
会
員
相
互

の
連
携
と
親
睦
⑥
震
災
復

興
・
創
生
支
援
協
力
―

な
ど

を
決
め
た
。

　

�【
県
中
・
県
南
支
部
】� 

郡

山
市
の
郡
山
市
管
工
事
協
同

組
合
会
館
で
５
月
22
日
、
第

40
回
通
常
総
会
。
会
員
９
人

が
出
席
し
た
。

　

根
本
剛
支
部
長
が
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
５
類

感
染
症
移
行
を
踏
ま
え
、
こ

れ
ま
で
断
念
し
て
い
た
支
部

事
業
・
活
動
を
少
し
ず
つ
再

開
す
る
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

今
年
度
の
事
業
計
画
は
①
県

中
・
県
南
建
設
事
務
所
と
の

懇
談
会
の
開
催
②
県
電
設
業

協
会
各
支
部
、
県
設
備
設
計

事
務
所
協
会
県
中
・
県
南
支

部
と
の
交
流
・
意
見
交
換
会

の
開
催
③
３
支
部
（
県
北
、

会
津
、
浜
）
交
流
会
の
実
施

④
県
南
支
部
市
町
村
の
分
離

発
注
と
地
元
業
者
発
注
の
要

望
⑤
新
規
会
員
の
入
会
促
進

⑥
災
害
復
旧
協
定
に
基
づ
く

支
援
⑦
各
種
講
習
会
の
開
催

―

な
ど
。

　

�【
い
わ
き
支
部
】� 

５
月
18

日
、
い
わ
き
市
の
い
わ
き
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
椿
山
荘
で

第
40
回
通
常
総
会
を
開
い

た
。
有
賀
行
秀
支
部
長
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
第
５

類
感
染
症
移
行
に
よ
る
経
済

の
再
活
性
化
に
期
待
を
寄
せ

る
一
方
、
資
材
価
格
の
高
騰

や
復
興
事
業
の
完
了
で
先
行

き
に
懸
念
を
示
し
「
親
会
と

と
も
に
物
価
ス
ラ
イ
ド
上
昇

へ
の
対
応
な
ど
を
行
政
機
関

に
働
き
か
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
ま
た
〝
各
種
災
害
発

生
時
の
復
旧
・
復
興
事
業
へ

の
積
極
的
な
参
加
〟
を
今
年

度
事
業
の
第
一
に
据
え
、
復

興
事
業
完
了
後
も
続
く
自
然

災
害
の
復
旧
工
事
に
積
極
的

に
協
力
す
る
と
い
う
支
部
の

意
思
を
表
し
た
」
と
あ
い
さ

つ
し
た
。

　

今
年
度
事
業
計
画
に
①
各

種
災
害
発
生
時
の
復
旧
・
復

興
事
業
へ
の
積
極
的
な
参
加

②
関
係
行
政
機
関
並
び
に
友

好
団
体
と
の
連
携
強
化
③
行

政
機
関
並
び
に
議
会
に
対
す

る
陳
情
・
請
願
④
支
部
活
動

活
性
化
（
例
会
、
技
術
研
修

会
、
親
睦
会
）
⑤
建
設
事
務

所
、
市
役
所
、
担
当
機
関
と

の
技
術
懇
談
会
の
開
催
⑥
空

調
衛
生
等
設
備
工
事
の
技
術

力
向
上
―

な
ど
を
掲
げ
た
。

　
�【

会
津
支
部
】� 

５
月
24
日
、

会
津
若
松
市
の
萬
花
楼
で
２

０
２
３
年
度
通
常
総
会
を
開

い
た
。会
員
ら
13
人
が
出
席
。

鹿
目
寿
支
部
長
が
「
会
員
の

輪
を
保
ち
な
が
ら
、
活
発
に

活
動
に
取
り
組
む
」
と
あ
い

さ
つ
し
た
。

　

今
年
度
は
週
休
２
日
制
導

入
や
時
間
外
労
働
の
上
限
規

制
へ
の
対
応
に
取
り
組
む
。

事
業
計
画
と
し
て
①
発
注
機

関
へ
の
要
望
・
啓
発
活
動
や

県
議
会
議
員
と
の
意
見
交
換

②
会
津
若
松
・
喜
多
方
・
南

会
津
建
設
事
務
所
や
会
津
大

学
と
の
意
見
交
換
会
③
積
算

制
度
の
内
容
把
握
に
向
け
た

勉
強
会
―

な
ど
を
決
め
た
。

　

�【
相
双
支
部
】� 

今
年
度
総

会
議
案
を
５
月
16
日
付
で
書

面
決
議
し
た
。
今
年
度
事
業

目
標
に
相
双
地
区
の
復
興
・

再
生
と
社
会
貢
献
の
た
め
、

支
部
会
員
の
経
営
体
質
改
善

と
強
化
を
据
え
た
。
計
画
内

容
は
①
本
部
事
業
へ
の
積
極

的
な
参
加
②
例
会
の
開
催
③

会
員
拡
大
④
技
術
者
、
作
業

員
の
確
保
⑤
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
。

支

部

総

会

支

部

総

会

る
分
析
結
果
を
示
し
た
。

　

総
検
査
数
は
２
９
０
５
件

で
、
竣
工
検
査
２
４
５
７
件

の
う
ち
建
築
・
設
備
は
３
４

３
件
、21
年
度
比
で
46
件
増
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
復

旧
・
復
興
事
業
は
お
お
む
ね

完
了
と
す
る
一
方
、
第
２
期

復
興
・
創
生
期
間
中
の
復
興

関
連
事
業
、
22
年
３
月
本
県

沖
地
震
の
災
害
復
旧
、
国
土

強
靭
化
関
連
の
防
災
・
減
災

対
策
工
事
の
影
響
で
今
年
度

は
さ
ら
に
多
く
の
検
査
件
数

が
見
込
ま
れ
る
と
し
た
。

　

横
田
尚
也
県
土
木
部
技
術

管
理
課
主
査
は
「
建
設
業
の

働
き
方
改
革
推
進
に
向
け
た

取
り
組
み
」
を
テ
ー
マ
に
講

話
。
年
齢
別
全
国
建
設
技
能

者
数
の
デ
ー
タ
を
示
し
、
高

齢
化
が
進
行
し
て
い
る
と
し

た
上
で
、
担
い
手
の
処
遇
改

善
、
生
産
性
向
上
な
ど
に
有

用
な
情
報
共
有
シ
ス
テ
ム

（
Ａ
Ｓ
Ｐ
）、
遠
隔
臨
場
、
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）、
Ｂ
Ｉ
Ｍ

を
紹
介
、
取
り
組
み
を
促
し

た
。

ＡＳＰ、ＢＩＭ

生
産
性
向
上
の
手
法
理
解

総
合
設
備
協

技
術
研
修
会 

大
会
で
安
全
意
識
高
揚
も

�

顕
彰
状
を
受
け
る
松
原
常
任

相
談
役
（
右
）� 

松
原
相
談
役
に
顕
彰
状

協
会
設
立
か
ら
の
功
績
た
た
え
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「
見
え
な
い
も
の
を
デ
ザ

イ
ン
す
る
」
こ
の
言
葉
は

い
つ
も
私
が
同
僚
や
部
下

に
、
建
築
に
お
け
る
設
備

と
は
何
か
を
説
明
す
る
際

に
話
す
言
葉
だ
。
建
築
の

醍
醐
味
が
可
視
で
き
る
素

材
で
意
匠
や
構
造
を
デ
ザ

イ
ン
し
て
美
し
い
空
間
を

創
り
出
す
の
に
対
し
、
光
・

熱
（
温
度
）・
風
（
空
気
）・

水
・
音
と
目
に
見
え
な
い

も
の
を
デ
ザ
イ
ン
し
て
心

地
よ
い
環
境
を
創
り
出
す

の
が
設
備
の
醍
醐
味
と
考

え
て
い
る
。

　

世
界
の
現
代
建
築
に
多

大
な
影
響
を
与
え
続
け
て

い
る
建
築
家
の
レ
ム
・
コ

ー
ル
ハ
ー
ス
は
著
書
Ｓ
、

Ｍ
、
Ｌ
、
Ｘ
Ｌ
で
、
都
市

や
建
築
に
求
め
ら
れ
る
新

た
な
３
原
則
は
快
適
性
・

安
全
性
・
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ

リ
テ
ィ
（
持
続
性
）
と
述

べ
て
お
り
、
設
備
は
こ
の

う
ち
快
適
性
と
サ
ス
テ
ィ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
深
く
関
与

し
て
い
る
。
ま
た
、
昨
今

は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
脱
炭

素
社
会
の
実
現
が
課
題
と

な
っ
て
お
り
、
合
理
的
か

つ
効
果
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

ミ
ニ
マ
ム
で
快
適
な
環
境

を
整
え
る
大
き
な
社
会
的

役
割
が
設
備
に
求
め
ら
れ

て
い
る
。
光
や
風
な
ど
自

然
環
境
に
境
界
は
な
い
の

で
、
デ
ザ
イ
ン
の
対
象
範

囲
を
建
築
単
体
か
ら
地
区

や
都
市
へ
広
げ
る
に
つ
れ

て
社
会
的
影
響
が
大
き
く

な
る
し
、
福
島
で
先
駆
的

に
取
り
組
み
、
世
界
に
発

信
す
る
か
ら
こ
そ
よ
り
社

会
的
意
義
が
あ
る
。
そ
の

た
め
専
門
分
野
に
関
す
る

豊
富
な
知
識
と
経
験
を
も

つ
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル

と
し
て
設
備
の
設
計
者
や

施
工
者
の
皆
さ
ん
が
活
躍

す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
よ

り
広
が
る
可
能
性
が
あ
る

と
感
じ
て
い
る
。

　

寺
社
に
あ
る
石
造
の
五

輪
塔
が
一
番
上
か
ら
空
・

風
・
火
・
水
・
地
を
意
味
し
、

世
の
中
の
森
羅
万
象
を
表

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
。
光
・
熱
・
風
・
水
・

音
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と

は
、
あ
る
種
自
然
環
境
の

一
部
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
ほ

ん
の
少
し
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ

な
い
。
筆
者
が
長
年
親
し

く
さ
せ
て
い
た
だ
き
御
指

導
い
た
だ
い
た
棚
倉
町
出

身
で
建
築
家
の
古
市
徹
雄

氏
も
著
書
に
「
風
・
光
・
水
・

地
・
神
の
デ
ザ
イ
ン
」
と

タ
イ
ト
ル
を
つ
け
て
、
世

界
中
の
気
候
風
土
か
ら
生

ま
れ
た
ヴ
ァ
ナ
キ
ュ
ラ
ー

で
リ
ー
ジ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な

建
築
と
都
市
に
つ
い
て
書

き
綴
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

か
ら
着
想
を
得
た
エ
ス
キ

ー
ス
や
ア
イ
デ
ア
ス
ケ
ッ

チ
を
沢
山
見
せ
て
い
た
だ

き
な
が
ら
、
古
市
氏
と
何

度
も
建
築
談
義
に
花
を
咲

か
せ
た
こ
と
は
貴
重
な
経

験
で
あ
り
、
楽
し
く
て
懐

か
し
い
思
い
出
で
も
あ
る
。

　

谷
崎
潤
一
郎
の
「
陰
翳

礼
讃
」
は
光
と
陰
が
織
り

な
す
美
を
通
し
て
、
日
本

の
美
意
識
の
高
い
も
の
は

自
然
と
と
も
に
生
き
て
い

る
こ
と
を
書
い
た
名
著
で

あ
る
。
ま
た
、
建
築
家
の

ル
イ
ス
・
カ
ー
ン
は
「
Ｓ

ｔ
ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｕ
ｒ
ｅ　

ｇ

ｉ
ｖ
ｅ
ｓ　

ｌ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ

ｓ　

ｍ
ａ
ｋ
ｅ
ｓ　

ｓ
ｐ

ａ
ｃ
ｅ
（
構
造
は
光
を
与

え
、光
は
空
間
を
与
え
る
）」

と
名
言
を
残
し
、
ブ
リ
テ

ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
ー
ト
･
セ

ン
タ
ー
や
キ
ン
ベ
ル
美
術

館
の
天
井
か
ら
降
り
注
ぐ

光
で
こ
の
言
葉
を
表
現
し

て
い
る
。
他
に
も
小
堀
遠

州
の
孤
篷
庵
忘
筌
の
明
障

子
、
西
本
願
寺
飛
雲
閣
の

舟
入
の
間
、
吉
島
家
住
宅

と
渡
辺
家
住
宅
の
小
屋
組
、

フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ

イ
ト
の
落
水
荘
の
水
、
カ

ル
ロ
・
ス
カ
ル
パ
の
ブ
リ

オ
ン
家
の
墓
地
の
陰
影
を

織
り
な
す
光
と
水
、
ル
イ

ス
・
バ
ラ
カ
ン
の
ギ
ラ
ル

デ
ィ
邸
の
水
盤
に
射
す
光
、

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
バ
ワ
ー
の

ヘ
リ
タ
ン
ス
カ
ン
ダ
ラ
マ

の
緑
で
覆
わ
れ
た
テ
ラ
ス
、

ル
・
ト
ロ
ネ
修
道
院
の
時

間
と
と
も
に
移
り
変
わ
る

光
と
影
、
ピ
ー
タ
ー
･
ズ

ン
ド
ー
の
テ
ル
メ
・
ヴ
ァ

ル
ス
の
水
面
で
燦
め
く
光
、

グ
ン
ナ
ー
ル
・
ア
ス
プ
ル

ン
ド
の
森
の
墓
地
の
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
な
ど
数
え
上

げ
る
と
キ
リ
が
な
い
。
い

わ
ゆ
る
名
建
築
で
は
光
や

水
や
緑
な
ど
自
然
環
境
を

匠
に
取
り
入
れ
、
効
果
的

に
活
か
し
、
人
々
の
心
理

と
生
理
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
る
。
筆
者
が
建

築
史
を
教
導
い
た
だ
い
た

村
松
貞
次
郎
先
生
が
生
涯

で
一
番
感
動
し
た
建
築
は
、

ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
の
光
で

満
ち
あ
ふ
れ
た
五
島
列
島

の
教
会
で
「
大
和
田
君
、

神
様
が
く
れ
た
そ
の
時
し

か
感
じ
ら
れ
ず
忘
れ
ら
れ

な
い
空
間
っ
て
あ
る
ん
だ

よ
」
と
仰
っ
て
い
た
。
考

え
て
み
れ
ば
、
軒
下
や
縁

側
、
障
子
、
簾
戸
と
雨
戸

で
構
成
さ
れ
た
多
層
の
建

具
な
ど
で
内
部
と
外
部
の

境
界
を
曖
昧
に
し
な
が
ら

四
季
に
応
じ
て
良
好
な
光

や
風
を
空
間
に
取
り
入
れ

る
日
本
建
築
と
、
壁
で
内

部
と
外
部
の
境
界
を
明
確

に
し
、
ガ
ラ
ス
か
ら
光
を
、

窓
か
ら
風
を
取
り
入
れ
る

西
洋
建
築
の
違
い
が
、
日

本
と
欧
米
の
自
然
の
捉
え

方
の
違
い
と
改
め
て
感
じ

る
。

　

樹
木
や
里
山
に
よ
る
微

気
候
の
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ

ン
を
提
唱
し
、
建
築
単
体

だ
け
で
は
な
く
緑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
と
称
し
て
千
葉

県
流
山
市
や
東
京
都
杉
並

区
の
街
づ
く
り
に
お
い
て

も
具
現
化
し
て
い
る
建
築
・

ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
甲
斐
徹
郎
氏
と
も

何
度
か
意
見
を
交
わ
さ
せ

て
い
た
だ
い
た
。
さ
さ
や

か
で
は
あ
る
が
、
筆
者
も

自
ら
設
計
し
た
自
邸
の
南

側
に
落
葉
樹
を
、
北
側
に

常
緑
樹
を
植
え
て
つ
く
り

出
し
た
微
気
候
を
住
ま
い

に
取
り
入
れ
、
甲
斐
氏
が

提
唱
す
る
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ

イ
ン
の
恩
恵
を
受
け
て
い

る
。

　

冒
頭
、
見
え
な
い
も
の

を
デ
ザ
イ
ン
す
る
の
が
設

備
の
醍
醐
味
と
述
べ
た
が
、

一
方
で
見
え
な
い
も
の
を

デ
ザ
イ
ン
す
る
の
は
と
て

も
難
し
い
。
現
在
は
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
ー
の
性
能
が
進

歩
し
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
の
精
度
が
上
が
っ
て
い

る
が
、
風
や
熱
な
ど
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
際

の
解
析
は
、
流
体
力
学
を

テ
ン
ソ
ル
解
析
す
る
の
で

扱
う
次
元
と
難
し
さ
が
増

す
し
、
実
際
に
は
い
く
つ

も
の
要
素
が
関
係
し
て
い

て
容
易
で
は
な
い
。
以
前
、

現
在
日
本
を
代
表
す
る
建

築
設
備
研
究
者
が
設
計
し

た
環
境
省
の
施
設
で
研
修

を
受
け
た
こ
と
が
あ
る
が
、

非
常
に
心
地
悪
か
っ
た
こ

と
を
覚
え
て
い
る
。
本
人

が
話
し
て
い
た
が
、
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
の
基
準
を
ク
リ

ア
す
べ
く
、
数
値
計
算
の

う
え
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
し
て
設
計
し
た
と
の
こ

と
だ
っ
た
。
し
か
し
、
快

適
さ
に
は
定
量
的
な
温
度

や
湿
度
、
風
速
だ
け
で
な

く
ゆ
ら
ぎ
や
人
の
感
じ
方

な
ど
様
々
な
要
素
が
関
係

し
て
お
り
、
恐
ら
く
そ
れ

ら
全
て
を
加
味
し
た
設
計

で
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

わ
か
り
や
す
く
例
え
れ
ば
、

「
エ
ア
コ
ン
で
涼
し
い
こ

と
」
と
「
木
陰
で
涼
し
い

こ
と
」
は
感
じ
方
が
違
う

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
豊

か
さ
と
快
適
さ
を
甘
受
す

る
た
め
に
ど
ち
ら
を
選
ぶ

か
は
明
白
で
あ
る
。

　

休
日
に
家
で
子
ど
も
に

勉
強
を
教
え
て
い
る
が
、

改
め
て
学
ぶ
こ
と
も
多
く
、

子
ど
も
は
最
高
の
教
師
と

い
わ
れ
る
と
お
り
、
本
当

は
こ
ち
ら
が
沢
山
教
わ
っ

て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

例
え
ば
、
地
上
の
光
は
赤

外
線
と
紫
外
線
と
可
視
光

線
で
構
成
さ
れ
、
赤
外
線

は
熱
、
紫
外
線
は
変
化
･

劣
化
、
可
視
光
線
は
明
る

さ
が
そ
れ
ぞ
れ
持
つ
性
質

で
あ
る
。
熱
は
伝
わ
り
方

が
伝
導
･
対
流
･
放
射
の

３
つ
で
、
色
や
素
材
に
よ

っ
て
も
伝
わ
り
方
や
蓄
え

方
が
違
う
。
風
は
気
圧
の

差
で
生
じ
る
空
気
の
流
れ

で
、
偏
西
風
と
季
節
風
が

あ
り
、
冷
気
は
降
下
し
、

暖
気
は
上
昇
す
る
。
ま
た
、

新
し
い
空
気
が
流
れ
な
い

と
酸
素
が
減
り
澱
む
。
水

は
熱
容
量
が
大
き
く
水
温

が
違
う
と
対
流
す
る
。
加

え
て
融
点
と
沸
点
を
境
に

固
体
･
液
体
･
気
体
と
変

化
し
、
そ
の
際
に
体
積
も

変
化
す
る
。
ま
た
、
水
も

空
気
と
同
様
流
れ
な
い
と

澱
み
濁
る
。
音
は
振
動
で

伝
わ
り
、
振
幅
の
大
小
が

音
の
大
小
で
、
振
動
数
の

大
小
が
音
の
高
低
で
あ
る
。

こ
れ
ら
全
て
小
学
校
の
学

習
内
容
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
理
解
し
、
建
築
で
ほ
ん

の
少
し
工
夫
す
る
と
、
快

適
な
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ
イ
ン

に
な
る
。

　

今
般
、
Ｚ
Ｅ
Ｂ
や
Ｚ
Ｅ

Ｈ
が
注
目
さ
れ
て
お
り
、

高
性
能
・
高
効
率
の
機
械

設
備
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
処

理
す
る
方
法
だ
け
に
頼
る

傾
向
が
強
く
な
っ
て
き
て

い
る
が
、
建
築
が
時
代
を

超
え
て
長
い
間
使
わ
れ
る

こ
と
を
考
え
れ
ば
、
屋
根
、

壁
、
庇
、
建
具
な
ど
建
築

を
構
成
す
る
変
わ
ら
な
い

要
素
で
建
築
的
工
夫
を
設

え
施
し
つ
つ
、
高
気
密
高

断
熱
の
外
皮
で
建
築
を
覆

い
、
中
間
期
な
ど
気
候
が

よ
い
時
は
開
い
て
環
境
を

取
り
込
み
、
気
候
が
厳
し

い
時
は
閉
じ
て
機
械
設
備

を
適
宜
活
用
す
る
な
ど
季

節
に
応
じ
て
柔
軟
に
自
然

環
境
を
享
受
す
れ
ば
、
快

適
で
よ
り
豊
か
に
過
ご
す

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

　

最
後
に
、
筆
者
の
同
僚

か
つ
親
友
で
あ
り
、
影
響

を
与
え
た
県
建
築
・
設
備

技
術
職
員
の
故
山
岸
正
尚

さ
ん
に
つ
い
て
記
し
た
い
。

山
岸
さ
ん
と
は
筆
者
の
初

任
地
で
あ
り
、
現
在
の
勤

務
地
で
あ
る
い
わ
き
建
設

事
務
所
で
初
め
て
一
緒
に

設
計
や
工
事
監
理
を
担
当

さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ

の
後
、
彼
と
共
に
県
環
境

共
生
建
築
計
画
・
設
計
指

針
の
策
定
に
携
わ
っ
た
も

の
の
、
同
じ
所
属
に
配
属

さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た

た
め
、
残
念
な
が
ら
県
事

業
は
一
緒
に
担
当
で
き
な

か
っ
た
。
し
か
し
、
時
に

は
後
輩
の
今
泉
和
宏
主
任

主
査
を
加
え
、
建
築
や
設

備
も
含
め
色
々
な
こ
と
を

語
り
合
い
、
共
に
学
び
探

究
し
続
け
、
山
岸
さ
ん
が

設
備
設
計
し
、
筆
者
が
建

築
設
計
し
た
住
宅
が
県
建

築
士
会
の
賞
を
受
賞
し
た

時
、
私
以
上
に
と
て
も
喜

ん
で
い
た
こ
と
は
嬉
し
く

て
懐
か
し
く
、
そ
し
て
忘

れ
ら
れ
な
い
思
い
出
で
あ

る
。

　

そ
の
後
、
山
岸
さ
ん
は

念
願
の
大
規
模
事
業
で
あ

る
会
津
医
療
セ
ン
タ
ー
を

担
当
し
た
後
、
昇
任
を
断

り
一
技
術
者
と
し
て
職
務

を
全
う
す
る
た
め
、
最
後

の
所
属
で
あ
る
県
立
医
科

大
学
で
病
を
抱
え
な
が
ら

21
年
間
に
培
っ
た
叡
智
と

知
見
を
集
結
さ
せ
て
、
ふ

く
し
ま
国
際
医
療
科
学
セ

ン
タ
ー
、
ふ
く
し
ま
い
の

ち
と
未
来
の
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
棟
、
災
害
医
学
・

医
療
産
業
棟
、
そ
し
て
受

変
電
施
設
棟
の
設
計
・
工

事
監
理
に
従
事
し
、
完
成

ま
で
見
届
け
た
。

　

唯
一
心
残
り
な
の
が
、

彼
に
太
陽
光
発
電
や
井
水

の
利
用
、
キ
ッ
チ
ン
ガ
ー

デ
ン
、
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｓ
認
定
に

つ
い
て
相
談
し
、
完
成
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
自
邸

を
見
せ
ら
れ
な
か
っ
た
こ

と
だ
。
文
字
ど
お
り
設
備

と
建
築
に
命
を
懸
け
た
山

岸
正
尚
と
い
う
県
職
員
が

い
た
こ
と
を
皆
さ
ん
に
知

っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
あ
る
。

　

生
前
「
水
も
空
気
も
人

も
新
し
い
も
の
に
入
れ
替

え
な
い
と
澱
み
濁
り
腐
る
」

と
言
っ
て
い
た
山
岸
さ
ん

は
我
々
を
取
り
巻
く
今
般

の
状
況
を
ど
う
思
う
の
だ

ろ
う
か
。
見
え
な
い
彼
に

聞
い
て
み
た
い
。「
ま
だ
ま

だ
や
り
た
い
こ
と
が
あ
る
」

と
言
っ
て
い
た
山
岸
さ
ん

か
ら
様
々
な
こ
と
を
託
さ

れ
た
。
ま
た
、
亡
く
な
る

直
前
も
意
識
が
朦
朧
と
す

る
中
で
「
こ
ん
な
ん
じ
ゃ

な
い
、
や
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
が
あ
る
」
と

口
に
し
て
い
た
と
後
日
奥

様
か
ら
伺
っ
た
。
泉
下
の

山
岸
さ
ん
の
想
い
に
少
し

で
も
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

地
域
の
気
候
風
土
や
文
化

に
根
ざ
し
、
地
域
の
価
値

を
高
め
、
世
界
に
誇
れ
る

永
く
生
き
る
建
築
の
創
造

に
引
き
続
き
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

見
え
な
い
も
の
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

県
い
わ
き
建
設
事
務
所

主
幹
兼
建
築
住
宅
部
長　

大
和
田
　
光
将

　

当
協
会
、
県
電
設
業
協
会

と
東
北
地
方
整
備
局
営
繕
部

の
今
年
度
意
見
交
換
会
が
４

月
24
日
、
オ
ン
ラ
イ
ン
方
式

で
開
か
れ
た�

＝
写
真� 

。
働
き

方
改
革
を
テ
ー
マ
に
し
た
意

見
交
換
で
は
当
協
会
、
県
電

設
業
協
会
と
も
に
４
週
８
休

以
上
の
休
日
確
保
が
会
員
企

業
で
着
実
に
進
ん
で
い
る

が
、
よ
り
一
層
の
取
り
組
み

推
進
が
必
要
と
の
認
識
で
一

致
。
市
町
村
等
に
対
す
る
週

休
２
日
工
事
の
普
及
な
ど
を

求
め
た
。

　

当
協
会
か
ら
大
内
弘
之
会

長
と
有
賀
行
秀
、
古
川
敏
博

両
副
会
長
、
根
本
剛
県
中
・

県
南
支
部
長
、
柾
谷
和
久
理

事
、
糸
井
和
幸
支
部
長
、
県

電
設
業
協
会
か
ら
大
槻
博
太

会
長
ら
が
出
席
。
東
北
地
整

の
斉
藤
隆
一
営
繕
部
設
備
技

術
対
策
官
、
宮
内
大
輔
同
部

整
備
課
長
補
佐
、
佐
藤
祥
悦

企
画
部
情
報
通
信
管
理
課
長

補
佐
ら
と
懇
談
し
た
。

　

斉
藤
対
策
官
が
「
業
界
の

現
状
や
意
見
を
聞
く
こ
と
で

今
後
の
円
滑
な
事
業
実
施
に

つ
な
げ
た
い
」
と
述
べ
、
大

内
会
長
は
上
部
団
体
の
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
、
日

本
電
設
工
業
協
会
に
よ
る
時

間
外
労
働
の
是
正
に
向
け
た

共
同
要
望
に
つ
い
て
説
明

し
、
両
団
体
が
課
題
解
決
に

連
携
し
て
取
り
組
め
る
よ
う

積
極
的
な
意
見
交
換
を
呼
び

掛
け
た
。

　

両
団
体
は
休
日
確
保
が
進

む
一
方
で
、
資
材
調
達
の
遅

延
等
に
よ
る
工
期
の
し
わ
寄

せ
な
ど
を
課
題
に
挙
げ
た
。

　

東
北
地
整
は
働
き
方
改
革

に
係
る
国
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
情
報
を
提
供
し
た
。
国

土
交
通
省
で
は
今
年
度
か

ら
、
直
轄
土
木
工
事
・
業
務

で
週
休
２
日
を
標
準
化
。
東

北
地
整
で
も
全
工
事
で
原

則
、
指
定
型
を
採
用
し
て
発

注
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

日
本
空
調
衛
生
工
事
業
協

会
（
日
空
衛
、
藤
澤
一
郎
会

長
）
と
日
本
電
設
工
業
協
会

（
電
設
協
、山
口
博
会
長
）は
、

官
民
の
工
事
発
注
者
等
に
適

正
工
期
の
設
定
や
契
約
変
更

へ
の
対
応
を
求
め
る
共
同
要

望
活
動
を
開
始
し
た
。
官
公

庁
の
ほ
か
、
同
じ
工
事
受
注

者
の
立
場
に
あ
る
日
本
建
設

業
連
合
会
（
日
建
連
）、
全

国
建
設
業
協
会
（
全
建
）
に

�

要
望
書
を
手
に
す
る
（
右
か

ら
）
山
口
、
藤
澤
両
氏
と
宮

本
洋
一
日
建
連
会
長� 

働
き
掛
け
、
時
間
外
労
働
の

是
正
に
向
け
て
足
並
み
を
揃

え
る
。
３
月
30
日
の
共
同
記

者
会
見
で
示
し
た
。

　

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
の

時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上

限
規
制
適
用
を
踏
ま
え
た
取

り
組
み
。
後
工
程
に
当
た
る

設
備
工
事
に
、
工
期
上
の
し

わ
寄
せ
が
生
じ
が
ち
な
建
築

事
業
の
現
状
を
受
け
、
両
団

体
は
連
携
し
て
発
注
者
や
元

請
事
業
者
に
、
工
期
へ
の
配

慮
と
と
も
に
遅
延
が
発
生
し

た
際
の
契
約
内
容
の
見
直
し

な
ど
を
求
め
る
。

　

４
月
19
日
に
日
建
連
、
電

気
事
業
連
合
会
、
同
20
日
に

全
建
、
同
24
日
に
国
土
交
通

省
、
同
25
日
に
防
衛
省
に
要

望
書
を
提
出
し
た
。
将
来
的

に
民
間
発
注
者
や
設
計
関
係

団
体
に
も
要
請
し
て
い
く
。

市
町
村
に
も
普
及
浸
透
を

東
北
地
整
と

意

見

交

換 

工
期
の
し
わ
寄
せ
に
懸
念

週休２日確保

日 空 衛
電 設 協

時
間
外
労
働
是
正
へ

元
請
・
発
注
者
に
働
き
か
け
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２
０
２
０
年
６
月
、
ク

レ
ハ
建
設
㈱
か
ら
の
異
動

で
設
備
工
事
の
事
務
に
就

き
、
今
年
で
丸
３
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。
前
職
は
土
木

工
事
の
事
務
を
し
て
お

り
、
構
造
物
工
事
の
現
場

を
多
く
見
て
き
た
た
め
、

設
備
工
事
の
事
務
に
就
い

た
当
初
は
、
そ
の
繊
細
さ

に
戸
惑
う
こ
と
が
多
々
あ

り
ま
し
た
。
ま
し
て
、
コ

ロ
ナ
禍
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
図
る
こ
と
も
ま

ま
な
ら
ず
、

日
々
工
夫
し

て
仕
事
を
し

て
お
り
ま
し

た
。
幸
い
だ

っ
た
こ
と

は
、
上
司
や

同
僚
が
イ
ケ
メ
ン
で
気
配

り
が
出
来
る
優
し
い
方
ば

か
り
、
と
い
う
こ
と
。

　

好
奇
心
旺
盛
な
私
の
疑

問
・
質
問
に
は
嫌
な
顔
ひ

と
つ
せ
ず
、
現
在
に
お
い

て
も
丁
寧
に
説
明
し
て
く

だ
さ
い
ま
す
。
ま
た
、
顔

な
じ
み
の
業
者
様
が
来
訪

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
よ
う
な
時
は
人
と
の
繋

が
り
、
仕
事
の
繋
が
り
を

改
め
て
大
切
に
思
い
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

管
理
部
に
所
属
し
て
い

る
私
は
、
お
客
様
か
ら
の

ご
要
望
や
お
問
い
合
わ
せ

対
応
の
ほ
か
、
受
注
関
係

業
務
が
メ
イ
ン
で
、
要
請

が
あ
れ
ば
工
事
部
の
事
務

支
援
も
行
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
月
に
一
度
は

事
業
主
安
全
パ
ト
ロ
ー
ル

に
参
加
し
、現
場
の
安
全
・

衛
生
面
の
チ
ェ
ッ
ク
と
、

現
場
担
当
者
か
ら
事
務
処

理
で
の
困
り
ご
と
な
ど
を

聞
い
て
、
即
対
応
す
る
こ

と
も
心
掛
け
て
お
り
ま

す
。
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
な
仕

事
も
多
く
、
困
っ
て
い
る

と
所
属
や
立
場
を
越
え
て

教
え
て
く
だ
さ
り
、
そ
う

い
っ
た
協
力
を
得
て
、
成

り
立
つ
仕
事
ば
か
り
で

す
。

　

弊
社
は
男
性
が
多
い
職

場
で
す
が
、
と
て
も
明
る

く
、
休
憩
時
間
に
は
趣
味

の
話
で
盛
り
上
が
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
。
不
定
期
で

開
催
さ
れ
る
社
長
を
囲
ん

で
の
若
い
従
業
員
と
の
ラ

ン
チ
会
は
、
直
接
社
長
と

話
が
で
き
る
機
会
と
な

り
、
公
私
に
亘
る
会
話
が

弾
む
ほ
ど
で
す
。
休
暇
取

得
制
度
も
充
実
し
て
お

り
、
半
休
、
時
間
休
や
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
休
暇
等
が
あ

る
た
め
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ

ル
に
合
わ
せ
た
休
暇
取
得

が
し
や
す
い
環
境
に
あ
り

ま
す
。

　

今
後
も
持
ち
前
の
明
る

さ
で
、
思
い
や
り
と
気
配

り
を
忘
れ
ず
に
、
地
域
や

お
客
様
、
そ
し
て
職
場
の

方
た
ち
の
お
役
に
立
て
る

よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

 【
４
月
】  

▽
11
日　

新
年
度
挨
拶
回
り

（
大
内
会
長
、
海
川
専
務
）

県
庁

▽
12
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
４
年
度
第
９

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
宮

城
県
管
工
事
会
館

▽
14
日　

伊
藤
隆
之
税
理
士

に
よ
る
決
算
監
査
指
導
（
海

川
専
務
、
根
本
事
務
員
）
協

会
事
務
所

▽
21
日　

２
０
２
２
年
度
決

算
監
査
会
（
監
事
、
会
長
、

会
計
理
事
、
事
務
局
）
協
会

会
議
室

▽
21
日　

２
０
２
３
年
度
第

１
回
役
員
会
・
理
事
会
（
大

内
会
長
、
他
役
員
）
会
館
会

議
室

▽
24
日　

東
北
地
方
整
備
局

と
の
意
見
交
換
会
（
正
副
会

長
、
支
部
長
ほ
か
）
オ
ン
ラ

イ
ン
（
協
会
会
議
室
）

 【
５
月
】  

▽
８
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
42
回
理
事
会
（
大

内
会
長
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
12
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
社
会

推
進
セ
ン
タ
ー
２
０
２
３
年

度
第
１
回
役
員
会
（
大
内
会

長
）
ホ
テ
ル
福
島
グ
リ
ー
ン

パ
レ
ス

▽
15
日　

創
立
40
周
年
記
念

記
録
誌
第
１
回
作
成
委
員
会

（
記
録
誌
作
成
委
員
）
協
会

会
議
室

▽
19
日　

県
フ
ロ
ン
回
収
事

業
協
会
第
19
回
通
常
総
会

（
海
川
専
務
）
ホ
テ
ル
福
島

グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

▽
25
日　

２
０
２
３
年
度
正

副
会
長
・
支
部
長
・
議
長
会

議
（
正
副
会
長
、
支
部
長
、

議
長
）
ク
ー
ラ
ク
ー
リ
ア
ン

テ
サ
ン
パ
レ
ス

▽
25
日　

当
協
会
第
40
回
通

常
総
会
（
会
員
）
ク
ー
ラ
ク

ー
リ
ア
ン
テ
サ
ン
パ
レ
ス

▽
25
日　

第
58
回
県
建
築
設

計
協
同
組
合
通
常
総
会
懇
親

会
（
古
川
副
会
長
）
ウ
ェ
デ

ィ
ン
グ
エ
ル
テ
ィ

▽
26
日　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
循
環
型
社

会
推
進
セ
ン
タ
ー
第
21
回
通

常
総
会
（
大
内
会
長
、
海
川

専
務
）
県
建
設
セ
ン
タ
ー

▽
30
日　

県
建
築
士
事
務
所

協
会
第
11
回
定
時
総
会
懇
親

会
（
古
川
副
会
長
）
ホ
テ
ル

福
島
グ
リ
ー
ン
パ
レ
ス

▽
31
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
役
員
会
（
大
内
会

長
）
仙
台
市

▽
31
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
第
20
回
総
会
（
大

内
会
長
）
仙
台
市

▽
31
日　

東
北
空
調
衛
生
工

事
業
協
会
令
和
５
年
度
第
１

回
理
事
会
（
大
内
会
長
）
仙

台
市

 【
６
月
】  

▽
１
日　

第
39
回
県
建
築
文

化
賞
合
同
会
議（
海
川
専
務
）

県
庁

▽
１
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
第
39
回
通
常
総
会

（
大
内
会
長
、
有
賀
副
会
長
、

海
川
専
務
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ

エ
ル
テ
ィ

▽
２
日　

先
崎
良
博
前
副
会

長
へ
感
謝
状
贈
呈
（
大
内
会

長
）
文
化
設
備
工
業
㈱

▽
５
日　

県
産
業
人
材
育
成

課
課
長
来
訪
（
大
内
会
長
）

協
会
事
務
所

▽
７
日　

２
０
２
３
年
度
第

１
回
技
術
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
技
術
委
員
）
会
館
会

議
室

▽
12
日　

県
建
築
安
全
機
構

令
和
５
年
度
第
１
回
理
事
会

（
海
川
専
務
）
杉
妻
会
館

▽
14
日　

２
０
２
３
年
度
第

１
回
広
報
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
広
報
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
15
日　

２
０
２
３
年
度
第

１
回
総
務
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
総
務
委
員
）
会
館
会

議
室

▽
16
日　

２
０
２
３
年
度
第

１
回
経
営
委
員
会
（
担
当
副

会
長
、
経
営
委
員
）
協
会
会

議
室

▽
16
日　

県
浄
化
槽
協
会
第

11
回
定
時
総
会
懇
親
会
（
海

川
専
務
）
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
エ

ル
テ
ィ

▽
20
日　

県
建
設
産
業
団
体

連
合
会
２
０
２
３
年
度
第
１

回
参
与
会
（
海
川
専
務
）
県

建
設
セ
ン
タ
ー

 【
７
月
】  

▽
５
日　

県
総
合
設
備
協
会

安
全
大
会
・
技
術
研
修
会（
会

員
、
担
当
副
会
長
、
技
術
委

員
）
ビ
ッ
グ
パ
レ
ッ
ト
ふ
く

し
ま

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が

第
５
類
感
染
症
と
な
り
マ
ス

ク
を
外
す
機
会
が
増
え
た
。

マ
ス
ク
と
い
う
物
は
外
に
菌

を
逃
さ
な
い
物
だ
け
で
は
な

く
顔
を
隠
す
と
い
う
役
割
も

担
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
高
校

生
の
息
子
が
い
る
が
、
友
人

の
素
顔
を
知
ら
な
い
な
ん
て

事
も
あ
る
そ
う
だ
。
素
顔
を

知
ら
な
い
ま
ま
の
高
校
生
活

は
ど
こ
か
寂
し
い
よ
う
に
感

じ
る
。

　

私
ご
と
で
す
が
、
中
学
生

の
時
か
ら
花
粉
症
に
な
り
、

喘
息
も
抱
え
て
い
る
の
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
ま
ん

延
す
る
以
前
か
ら
オ
ー
ル
シ

ー
ズ
ン
的
に
マ
ス
ク
を
着
用

し
て
い
た
が
、
こ
こ
最
近
の

気
候
変
動
に
よ
る
高
温
多
湿

の
こ
の
気
候
で
息
苦
し
さ
と

暑
さ
に
耐
え
き
れ
ず
時
々
マ

ス
ク
を
外
し
て
し
ま
う
。
お

そ
ら
く
多
く
の
人
が
マ
ス
ク

の
中
が
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど

に
汗
で
び
し
ょ
び
し
ょ
に
濡

れ
、
と
て
も
不
快
に
な
っ
て

い
る
事
と
思
う
。
汗
を
吸
収

し
て
快
適
に
装
着
で
き
る
マ

ス
ク
が
有
る
の
か
無
い
の
か

知
ら
な
い
が
こ
の
時
期
快
適

に
装
着
で
き
る
マ
ス
ク
が
あ

っ
た
な
ら
ば
購
入
し
た
い
。

　

話
は
少
し
変
わ
る
が
、

我
々
の
業
務
上
に
お
い
て
安

全
衛
生
面
を
考
慮
し
て
作
業

に
適
し
た
様
々
な
機
能
を
持

っ
た
マ
ス
ク
を
装
着
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
呼
吸
し
づ
ら
い

も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
や

は
り
安
全
第
一
と
す
る
と
マ

ス
ク
の
装
着
は
免
れ
な
い
…

ま
さ
に
地
獄
で
あ
る
。
こ
こ

で
私
は
己
と
葛
藤
す
る
の
だ

が
マ
ス
ク
を
し
て
熱
中
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
た
中
で
作
業

す
る
の
が
良
い
の
か
？
そ
れ

と
も
多
少
の
ヒ
ュ
ー
ム
や
埃

な
ど
吸
い
込
ん
で
で
も
作
業

す
る
ほ
う
を
選
ん
で
し
ま
う

の
か
？

　

悩
ん
だ
と
こ
ろ
で
答
え
は

決
ま
っ
て
い
る
の
だ
が
安
全

衛
生
責
任
者
で
あ
る
私
が
安

全
第
一
を
無
視
し
て
外
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
！
…
ま
さ

に
地
獄
で
は
あ
る
。
と
は
言

っ
て
も
熱
中
症
予
防
に
こ
ま

め
な
給
水
、
休
憩
な
ど
あ
ら

ゆ
る
対
策
を
講
じ
れ
ば
地
獄

か
ら
解
放
さ
れ
る
。
こ
こ
が

や
は
り
肝
心
で
あ
る
。
作
業

に
集
中
し
て
い
る
と
己
の
体

調
の
悪
化
に
気
づ
き
に
く
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
周
り
で

同
じ
く
作
業
し
て
い
る
者
同

士
で
気
遣
い
を
怠
っ
て
は
な

ら
な
い
の
で
あ
る
、
な
に
よ

り
も
安
全
第
一
な
の
だ
か

ら
。

　

結
び
と
な
り
ま
す
が
、
私

は
ま
だ
53
歳
で
す
が
最
近
運

動
不
足
の
せ
い
で
著
し
く
体

力
が
衰
え
て
き
て
い
る
。
し

か
し
私
の
父
は
86
歳
だ
が
毎

日
基
礎
体
力
作
り
を
何
十
年

に
も
わ
た
っ
て
継
続
し
て
い

る
よ
う
で
信
じ
ら
れ
な
い
ぐ

ら
い
元
気
で
い
る
。
死
ぬ
気

配
が
感
じ
ら
れ
な
い
…
私
が

先
に
倒
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か

と
苦
笑
し
て
し
ま
う
の
で
あ

る
。

空
衛
協
の
う
ご
き

空
衛
協
の
う
ご
き

福島県ダクト工事業協同組合
理事長　遠藤　和伸

〒960-2262
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当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本

空
調
衛
生
工
事
業
協
会
（
日

空
衛
、
藤
澤
一
郎
会
長
）
は

５
月
23
日
、
東
京
・
帝
国
ホ

テ
ル
東
京
で
第
75
回
定
時
総

会
を
開
き
、
今
年
度
事
業
計

画
、
実
践
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決

定
し
た
。

　

建
築
設
備
業
界
に
と
っ
て

今
年
度
最
大
の
課
題
は
「
建

設
業
の
２
０
２
４
年
問
題
」。

２
０
２
４
年
４
月
か
ら
の
時

間
外
労
働
の
罰
則
付
き
上
限

規
制
適
用
を
控
え
、
日
空
衛

で
は
18
年
に
「
働
き
方
改
革

の
推
進
に
関
す
る
行
動
計

画
」
を
策
定
。
時
間
外
労
働

の
削
減
、
週
休
２
日
の
定
着

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

て
い
る
が
、
会
員
各
社
を
対

象
と
し
た
時
間
外
労
働
の
実

態
調
査
（
21
年
度
）
で
、
法

律
上
の
年
間
上
限
枠
を
超
え

て
勤
務
し
て
い
る
従
業
員
割

合
は
全
体
の
13
・
７
％
を
占

め
て
い
た
。
課
題
を
踏
ま
え

今
年
度
は
４
週
８
閉
所
の
拡

大
促
進
、
Ｂ
Ｉ
Ｍ
推
進
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
と
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
の
活

用
な
ど
の
取
り
組
み
を
通
じ

生
産
性
の
向
上
に
努
め
る
。

ま
た
新
た
な
中
長
期
的
ビ
ジ

ョ
ン
の
「
仮
称
・
日
空
衛
２

０
２
５
」策
定
に
着
手
す
る
。

　

重
点
事
業
は
①
「
日
空
衛

人
材
ビ
ジ
ョ
ン
」
や
各
種
ビ

デ
オ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
活

用
等
に
よ
る
多
様
な
人
材
の

確
保
、
育
成
の
推
進
。
建
設

キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム

（
Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
）
の
目
標
設
定

と
企
業
・
団
体
会
員
へ
の
助

成
事
業
継
続
、
説
明
会
等
に

よ
る
普
及
・
活
用
②
「
環
境

行
動
計
画
」
の
改
定
、
既
存

建
築
物
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
推
進
方

策
等
の
検
討
、
会
員
企
業
の

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
通
じ

た
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削

減
③
直
接
（
分
離
）
発
注
等

の
適
切
な
発
注
方
式
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
成
果

の
検
証
と
関
係
団
体
と
の
連

携
に
よ
る
推
進
―

な
ど
。

　

会
津
若
松
市
の
２
０
２
３

年
度
優
良
建
設
工
事
表
彰
式

が
７
月
６
日
、
會
津
稽
古
堂

で
行
わ
れ
、
当
協
会
会
員
企

業
の
ア
ク
ー
ズ
会
津
が
２
部

門
を
同
時
受
賞
し
た
。

　

受
賞
工
事
は
、
水
道
施
設

部
門
で
東
千
石
２
丁
目
・
２

工
区
（
東
千
石
２
丁
目
、
丸

山
郁
彦
現
場
代
理
人
）、
機

械
設
備
部
門
で
河
東
支
所
冷

暖
房
設
備
改
修
（
河
東
町
郡

山
、
折
笠
圭
伊
太
現
場
代
理

人
）。
選
考
対
象
工
事
１
１

５
件
の
う
ち
、
工
事
成
績
評

定
80
点
以
上
の
10
件
か
ら
６

部
門
６
件
を
選
ん
だ
。

賞
状
を
受
け
る
柾
谷
和
久
社

長
（
中
央
）





花花 籠籠花 籠 思
い
や
り
と
気
配
り
を
忘
れ
ず
に

阿　

部　

江
身
子
さ
ん

ク
レ
ハ
設
備
㈱

















































































日 空 衛

４
週
８
閉
所
の
取
り
組
み
促
進

第



回

定
時
総
会　

新
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
に
着
手

会津若松市
優 良 工 事

ア
ク
ー
ズ
会
津
が
受
賞

水
道
、機
械
設
備
の
２
部
門
で
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